


※今回掲載する浄瑠璃の題名や物語の中には、 今日の観点から見れば不適切な表現が見受けられますが、
　原文及び作者の意図を尊重し、そのままの形でご紹介いたします。
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<　概　要　>

箱根霊験躄仇討　滝の段

し   ば  し そ う

　『箱根霊験躄仇討』は享和元年（1801）年8月、時代物の人形浄瑠璃とし

て初演されました。興行場所は不明ですが、翌9月には京都・亀谷座で歌舞

伎に移され、その人気ぶりがうかがえます。

　本作の元となった実録本には、大阪築城の際、飯沼勘平が同僚の加藤幸助

に討たれ、勘平の息子・初五郎が8年間苦労した後、不自由な身で神の加護

を得て箱根山中で仇討を果たした事件が描かれています。作者であり、講釈

師でもあった司馬芝叟は、こうした実録によりつつ、クライマックスの仇討

では本人よりも、その妻の存在感を大きく脚色しています。この滝の段では

夫に懸命に尽くし続け、最期には夫に代わり仇を討とうとして返り討ちに遭い

さらに亡霊となってまでも夫の仇討ちを成就させる烈婦・初花の貞節が主題

となっていて、同じく芝叟作『花上野誉石碑』の乳母、お辻のキャラクター

を彷彿とさせます。夫に尽くし、自己犠牲を惜しまず、意志を貫く美しい女

性は、時代を越えて男性が理想とする女性像なのかもしれません。

　舞台となる箱根山は古くから山岳信仰が盛んで、箱根権現を中心とする修

験の霊場として栄えました。江戸後期には湯治場として庶民の間でもブーム

となり、本作に登場する「塔の沢」は現在も箱根七湯の一つとして知られて

います。

　今回ご紹介するのは安芸市川北・大師堂に伝わる芝居絵屏風、安芸市は、

芝居絵を飾る夏祭りの分布地のなかでは最も東に位置し、お堂の周辺は田園

が広がるのどかな地域です。今も毎年、旧暦7月20日の夏祭りで飾られていま

す。今回もどうぞお楽しみ下さい。

日本美術全集 16   激動期の美術
著 /山下裕二　定価 15,750 円（税込） 
発行 / 小学館　発売日 2013/10/25
B4 判 /296 頁 
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絵金屏風掲載
小学館『日本美術全集 16 巻』が
発行されました。

このたび小学館より発行された『日本美術全集 16 巻　
激動期の美術』のなかで、当館収蔵の芝居絵屏風 2 点と、
香美市・八王子宮所蔵の手長足長絵馬台が紹介されてい
ます。本格的な美術全集で絵金が紹介されるのは、今回
が初めて。従来の美術の範疇にとらわれない、様々な分
野の作品 180 点が、ページをめくるごとに生き生きとし
た時代の息吹を伝えてくれます。

日本で初めての本格的な油画、江戸時代から続く伝統絵画、
石版画、書、写真、超絶技巧を凝らした工芸、建築も網羅
された一冊、幕末から明治維新を経て、東京美術学校が
開設されるまでの激動期の美術を堪能できます。
全国の書店にて発売中、ぜひお手に取ってご覧ください。

・演奏者の距離が近く、めちゃめちゃいい（高知市28才女性）

・ピアノも鉄琴もドラムも音色がやわらかくて心地良かっ
た。最後のスウィングはどんどん音が熱くなっていってお
客さんのリクエストのつなぎ方が素敵だった。場所と企画
がマッチしていて素敵な町おこしだと思う（香南市27才女性）

・駐車場から会場までの道のりからロウソク、古い街並み、
きれいな照明の弁天座と、楽しい工夫があった。初めて弁
天座に来たが、こんなエンターテイメントをゆっくりと豊
かにみせてくれる会場とはつい知らず、今まで足を運ばな
かったのが残念。とても素晴らしい空間で、三上さんのＭ
Ｃもおもしろく、また来たいと思う（香美市男性） 
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